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新体制発足　食料安全保障と地域農業の未来へ
～第16回通常総代会～

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
5
月
26
日
、さ
つ
ま
町
の

Ｊ
Ａ
本
所
で
第
16
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、令

和
８
年
度
事
業
計
画
や
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
な
ど
議
案
６
件
を
承
認
し
ま
し
た
。春
田

和
則
組
合
長
は「
第
６
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
の

２
年
目
と
し
て
、３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
と

農
業
振
興
に
全
力
を
注
ぐ
。対
話
を
重
視
し
た

訪
問
活
動
を
徹
底
し
、組
合
員
の
意
思
を
運
営

に
反
映
さ
せ
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
総
代
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
、新
組
合
長
に

下
口
和
幸
氏（
67
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は「
食
料
安
全
保
障
」の
確
保
に
向

け
、農
家
が
意
欲
を
持
っ
て
持
続
可
能
な
営
農

に
取
り
組
め
る
よ
う
、農
業
生
産
の
維
持・
拡

大
、販
売
力
強
化
、生
産
コ
ス
ト
低
減
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、「
国
消
国
産
」の
理
解
醸
成
に

取
り
組
み
、安
全・安
心
な
農
畜
産
物
の
安
定
供

給
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」の
実
現
に
向
け
、第
６
次
中
期
３
ヵ
年
計

画
の
も
と
、産
地
づ
く
り
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

践
に
よ
る
農
業
振
興・
産
地
育
成
を
推
進
し
ま

す
。さ
ら
に
、組
合
員
と
の
対
話
を
重
視
し
、地

域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
通
じ

て
、Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
促
進
や
組
合
員
の
結
集
力

強
化
を
図
り
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

加
え
て
、「
営
農・
経
済
事
業
の
成
長・
効
率

化
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、経
営
基
盤・

財
務
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、教
育
研

修
や
人
的
資
本
経
営
に
よ
る
人
材
育
成
、コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢・
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の

適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経

営
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

新組合長　就任のご挨拶
　ＪＡ北さつまの組合長に就任いたしました、下口和幸と申します。組合員
ならびに地域の皆様には、日頃より当ＪＡの事業運営に多大なるご理解とご
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　私たちが活動の拠点とするこの地は、緑豊かな山々に囲まれ、清らかな川
内川が流れ、爽やかな風が吹き抜ける美しい大地です。この恵まれた環境の
中で、伊佐・さつま・薩摩川内の組合員の皆様が愛情を込めて育て上げた農

畜産物は、その品質の高さから、地域のみならず多くの皆様に愛され続けております。管内が鹿児島県屈
指の米、和牛、お茶の産地として誇りを持って歩んでこられたのは、ひとえに農家組合員の皆様が心を一
つにし、たゆまぬ努力を積み重ねてこられたからに他なりません。
　ＪＡ北さつまは、これからも「安心・安全な農畜産物の提供」を基本姿勢とし、農家組合員の皆様の
所得増大と農業生産の拡大に全力を尽くしてまいります。また、組合員の皆様の声をしっかりと受け止
め、意思を反映させた組織運営を行うことで、より強固な結集力を築き上げます。地域に根差した総合的
な事業展開を通じて、地域の活性化と持続可能な農業の発展に貢献することが、私たちの変わらぬ使命です。
　今後も激動する農業情勢の中で、組合員や地域の皆様と歩調を合わせ、新たな時代を切り拓いていく所
存です。皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上
げます。
　結びに、皆様のご健勝とご多幸を祈念いたしまして、就任の挨拶とさせていただきます。

令和８年５月２６日
北さつま農業協同組合　代表理事組合長　下口和幸
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理　事

森園　正文

理　事

別府　武夫

代表監事

小倉　正人

理　事

松下　洋一

理　事

前畑　政博

常勤監事

杉山　利浩

理　事

田代　高久

理　事

島廽　一也

監　事

德丸　仁志

理　事

豊田　孝之

理　事

渕脇　芳朗

監　事

下牧瀬 秀司

代表理事組合長

下口　和幸

理　事

濵田　誠

理　事

堂前　芳子

監　事

神領　浩行

常務理事（総務・経済）

山下　英樹

理　事

柳田　直樹

理　事

逆瀬川 タカ子

員外監事

上口　敬子

常務理事（金融・共済）

田口　雅之

理　事

勝目　正隆

理　事

帖佐　寿代

組
合
員
等
表
彰

 

柊く
い
び
ら平

　
昭あ
き
お男
さ
ん（
88
）

　
　
　
薩
摩
川
内
市
陽
成
町

　
永
年
に
わ
た
り
、
農
政
連
川
内
総
支
部

委
員
長
や
年
金
友
の
会
川
内
地
区
会
長
、

ゴ
ー
ヤ
ー
部
会
会
長
な
ど
、
組
合
員
組
織

の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
県
野
菜
部
会
の
役

員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
卓
越
し
た
柔
軟
性
と
統
率
力

で
各
組
織
を
牽
引
し
、
地
域
農
業
へ
の
振

興
の
み
な
ら
ず
、
組
合
の
発
展
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
多
大
な
功

績
と
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
発
展
に
向
け
た

献
身
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の

通
常
総
代
会
に
お
い
て
組
合
員
等
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
健
や
か
で
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

表彰を受けた柊平さん

新役員の紹介
　第 16 回通常総代会で役員選任が承認さ
れ、その後の臨時理事会で下口組合長をは
じめとする新執行体制が決まりました。
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完
熟
の
甘
み
届
け　
マ
ン
ゴ
ー
の
出
荷
が
本
格
化

～
さ
つ
ま
町
で
マ
ン
ゴ
ー
収
穫
祭
～

退任された旧役員の皆様
大変お世話になりました
【理事】
春田和則氏、岩瀬清隆氏、地德てるみ氏、
中塚常夫氏、西裕一郎氏、羽田五子氏、
中島正和氏、小西義彦氏

【監事】
田中博氏、奥野政博氏、重久浩子氏

退
任
の
ご
挨
拶

　
新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
、
春
田
和
則
は
、
第
16
回
通
常
総
代
会
を
も
ち

ま
し
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組

合
の
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
合
併
当
初
よ
り
長
き
に
わ
た
り
、
皆
様
か
ら

多
大
な
る
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
気
候
変
動
や

生
産
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

世
界
的
な
情
勢
不
安
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
生

産
資
材
の
高
騰
は
、
営
農
経
済
に
大
き
な
影
を
落
と

し
て
お
り
、
ま
さ
に
農
業
・
農
協
に
と
っ
て
歴
史
的

な
過
渡
期
に
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
将
来
を
見
据
え
た
農
業
振
興
の
取
り
組

み
を
進
め
て
欲
し
い
と
切
に
要
望
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
自

身
は
今
後
、
一
組
合
員
と
し
て
農
業
に
精
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
、
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
の
さ
ら
な
る
発

展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前 

代
表
理
事
組
合
長 

　
春
田 

和
則

　

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
完
熟
マ
ン

ゴ
ー
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。　
　

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
マ
ン
ゴ
ー
部
会
は
６
月

５
日
、
さ
つ
ま
町
の
フ
ル
ー
ツ
の
里
広
瀬

で
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内

で
は
、
鮮
や
か
な
赤
色
に
染
ま
っ
た
完
熟

マ
ン
ゴ
ー
が
た
わ
わ
に
実
り
、
あ
た
り
一

面
に
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
産
の
マ
ン
ゴ
ー
は
、
昨
年
よ
り
開

花
が
20
日
～
1
ヶ
月
ほ
ど
早
ま
り
ま
し

た
。
生
産
者
の
丁
寧
な
管
理
と
適
切
な
防

除
に
よ
っ
て
病
害
の
影
響
も
少
な
く
、
外

観
・
品
質
と
も
に
上
々
の
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
大
玉
傾
向

で
糖
度
が
高
く
、
濃
厚
な
甘
み
と
た
っ
ぷ

り
の
果
汁
が
自
慢
で
す
。

　
祝
迫
直
人
部
会
長
は
「
今
年
は
大
玉
で

糖
度
も
高
く
、
出
来
栄
え
は
上
々
。
お
中

元
や
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
、
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
、
平
成
22
年
か
ら
「
か
ご
し

ま
の
農
林
水
産
物
認
証
」
を
取
得
し
、
平

成
24
年
に
は
県
域
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地
指
定

を
受
け
る
な
ど
、
高
品
質
な
果
実
作
り
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
出
荷
は
７
月
下
旬
ま
で

続
き
、
主
に
県
内
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま

す
。
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
高
品
質
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
、
販
売

に
努
め
ま
す
。

「今年もおいしいマンゴーが出来た」と喜ぶ生産者とＪＡ販促チームのメンバー濃厚な甘みと
たっぷりの果汁が自慢です
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薩摩中央家畜市場　2026年6月10日～ 11日
入場頭数 497 頭
売却頭数 490 頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比

雌 212 205 1,096,700 339,900 795,488 297 2,680 ▲17,098
雄
去 285 285 1,109,900 268,400 901,626 326 2,763 ▲19,897

総平均値 857,221 円　　　
前 回 比 15,778 円　安値
総売上高 420,038,300 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
85
万
7
2
2
1
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
6
月
10
日
、
11

日
の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま

し
た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
85
万

7
2
2
1
円
で
、
前
回
（
5
月
）
を
1
万

5
7
7
8
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
1
0
9
万
6
7
0
0
円
、
去
勢
が

1
1
0
万
9
9
0
0
円
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
5
月
21
日
、
さ
つ

ま
町
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
に
お
い

て
、
川
薩
春
季
畜
産
共
進
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
共
進
会
に
は
、
薩
摩
川
内
市
お
よ

び
さ
つ
ま
町
の
８
地
区
か
ら
、
若
雌
１

区
に
15
頭
、
若
雌
２
区
に
27
頭
、
計
42

頭
の
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
で

は
、
個
体
審
査
と
比
較
決
定
審
査
が
厳

正
に
行
わ
れ
、
牛
の
体
積
や
品
位
、
資

質
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
若
雌
１
区
で
は
徳
重

真
生
さ
ん
の
「
さ
き
こ
２
２
５
」
が
、

若
雌
２
区
で
は
同
じ
く
徳
重
さ
ん
の

「
ふ
み
え
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
１

席
に
輝
き
、
徳
重
さ
ん
が
両
区
を
制
す

る
と
い
う
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、
出
品
さ
れ
た
牛
に
つ
い

て
「
全
体
的
に
資
質
が
良
く
、
体
の
伸

び
が
良
い
牛
が
多
く
見
ら
れ
た
。
今
回

出
品
さ
れ
た
牛
た
ち
は
、
将
来
的
に
地

域
の
畜
産
を
支
え
て
い
く
大
切
な
母
牛

と
な
る
の
で
、
今
後
も
適
切
な
飼
養
管

理
と
健
康
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

若雌１区（※敬称略）
褒賞 出品者名 地区

１席 徳重　真生 宮之城

２席 徳重　真生 宮之城

３席 別府　流星 祁答院

若雌２区（※敬称略）
褒賞 出品者名 地区

１席 徳重　真生 宮之城

２席 徳重　真生 宮之城

３席 ㈱川原畜産 樋脇

若雌１区で最優秀賞１席に輝いた
徳重さんの「さきこ２２５」

若雌２区で最優秀賞１席に輝いた
徳重さんの「ふみえ」

若
雌
１
区
・
２
区
と
も

徳
重
さ
ん
が
制
覇
！

～
令
和
８
年
度　
川
薩
春
季
畜
産
共
進
会
～

春田組合長より額章が
授与されました

審査場の様子　
厳正な審査が行われます
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／
　
さ
つ
ま
町
茶
生
産
協
会
は
5
月
18
日
、
茶

産
地
の
Ｐ
Ｒ
と
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的

に
、
今
年
摘
み
取
ら
れ
た
ば
か
り
の
新
茶
を

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。
平
成
12

年
か
ら
続
く
こ
の
恒
例
行
事
は
今
年
で
27
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
領
家
昭
一
会
長
が
会
員
が
丹

精
込
め
た
一
番
茶
を
手
に
、
消
費
拡
大
に
向

け
た
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
試
飲
し
た

Ｊ
Ａ
役
職
員
か
ら
は
、
香
り
高
く
旨
味
が
凝

縮
さ
れ
た
美
味
し
さ
に
絶
賛
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
春
田
和
則
組
合
長
は
、
国
際
情
勢
が
不
安

定
な
中
で
も
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
、
管
内

の
一
番
茶
が
高
い
評
価
を
維
持
し
て
い
る
現

状
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
今
後
も
生

産
者
が
良
質
な
茶
づ
く
り
に
専
念
で
き
る
よ

う
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
さ
つ
ま
町

の
茶
の
魅
力
を
よ
り
一
層
発
信
し
て
い
き
た

い
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
農
産
物
直
売
所
「
宮
之
城
ち
く

り
ん
館
」
の
出
荷
者
協
議
会
総
会
が
、
５
月
27
日
に

Ｊ
Ａ
本
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
出
荷
者
55
人
が
出
席
し
、
令
和
８
年
度
の

事
業
計
画
な
ど
３
つ
の
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
館
の
令
和
７
年
度
の
売
上
実
績
は
３
億
３
０
０

３
万
円
と
な
り
、
前
年
比
１
０
１
．
６
％
と
好
調
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
特
に
地
元
で
手
作
り
さ
れ
た
総

菜
や
豆
腐
な
ど
の
加
工
品
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が

消
費
者
の
皆
様
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　
売
上
実
績
上
位
者
の
表
彰
式
も
執
り
行
わ
れ
、
農

林
畜
産
物
部
門
で
岩
下
悟
さ
ん
、
加
工
品
・
総
菜
部

門
で
宮
脇
節
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
近
隣
の
直
売
所
と
連
携
し
農
産

物
を
融
通
す
る
こ
と
で
販
売
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る

ほ
か
、
厳
格
な
残
留
農
薬
検
査
や
生
産
履
歴
の
管
理

を
徹
底
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
産
の
《
安
心
・

安
全
・
新
鮮
》
な
品
々
を
お
届
け
し
、
消
費
者
の
皆

様
に
喜
ば
れ
る
直
売
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

Ｊ
Ａ
へ
新
茶
を
贈
呈
、

消
費
拡
大
へ
連
携
強
化

～
さ
つ
ま
町
茶
生
産
協
会
～

販
売
力
強
化
でさら

な
る
躍
進
へ

～
宮
之
城
ち
く
り
ん
館
出
荷
者
協
議
会
総
会
～加工品・総菜部門で

表彰状を受ける宮脇さん㊧

長
年
の
功
労
を
称
え
て 

永
年
勤
続
表
彰
式

～
職
員
特
別
表
彰・永
年
勤
続
表
彰
～

全体朝礼で賞状と記念品の授与式がありました

特別表彰（勤続30年以上） 
氏　　名 所属部署

折小野　久 畜産部
書川　道博 共済普及課
内之倉　武士 共済事務課
内山　達矢 生産資材課
前田　忍 鶴田支所
花峯　由美 共済普及課
軸屋　奈津子 祁答院支所
野元　隆雄 伊佐配送センター
耳田　智紀 伊佐配送センター
藏内　敏惠 伊佐総合支所金融共済課

永年勤続表彰（勤続20年以上） 
氏　　名 所属部署

田中　忠光 生産販売課
久保　悠一 監査室
山口　宅永 矢倉配送センター
板垣　圭亮 水引支所
船迫　俊幸 管理課
入枝　巧亘 共済事務課
西囿　絵美 祁答院支所

　
5
月
25
日
、
令
和
7
年
度
特
別
表

彰
と
永
年
勤
続
表
彰
の
伝
達
式
が
Ｊ

Ａ
本
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
3
月
31
日
現
在
で
勤
続

30
年
以
上
と
な
る
10
人
の
職
員
が
特

別
表
彰
を
、
勤
続
20
年
以
上
と
な
る

7
人
の
職
員
が
永
年
勤
続
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
特
別
表
彰
を
受
け
た
共
済
普
及
課

の
花
峯
由
美
課
長
は
「
あ
っ
と
い
う

間
に
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
農
業
と
組
合
員
の
み
な
さ

ま
の
た
め
に
、
新
し
い
知
識
や
経
験

を
吸
収
し
な
が
ら
邁
進
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
長
年
の
功
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
新
茶
を
贈
呈
し
ま
し
た
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新
採
用
職
員
が
五
穀
豊
穣
祈
願
し
手
植
え
行
う

～
薩
摩
川
内
市
　
新
田
神
社
の
御
田
植
祭
～

今
年
度
の
重
点
活
動
計
画
な
ど
を
承
認

～
伊
佐
地
区・さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
で
通
常
総
会
を
開
催
～

伊
佐
地
区
青
壮
年
部

　
伊
佐
地
区
青
壮
年
部
は
４
月
18
日
、
令
和
７
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令
和
８
年
度
の
活
動
計

画
な
ど
４
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地

元
の
園
児
を
招
い
た
田
植
え
や
稲
刈
り
交
流
会
を

実
施
す
る
ほ
か
、
地
元
産
新
米
の
販
売
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
や
盟
友
と
の
絆
を
大
切

に
し
、
伊
佐
地
区
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
魅
力

を
広
く
発
信
し
、
農
業
へ
の
理
解
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
　

　
さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
は
5
月
18
日
、
令
和
7

年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
員
13
名
が

出
席
し
、
令
和
8
年
度
の
活
動
計
画
を
含
め
た
議

案
3
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
令
和
8
年
度
は
組
織
強
化
の
重
要
性
に
鑑
み
、

研
修
会
等
を
通
じ
た
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

や
、
新
た
な
仲
間
を
増
や
す
た
め
の
新
規
加
入
促

進
、
部
員
同
士
の
結
束
を
強
め
る
交
流
会
の
開
催

に
重
点
を
置
く
方
針
で
す
。
さ
ら
に
、
行
政
や
関

係
機
関
と
の
対
話
を
深
め
る
こ
と
で
、
現
場
の
声

を
反
映
し
た
農
政
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
で
、
持
続

可
能
な
農
業
経
営
の
実
現
と
地
域
農
業
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

さつま地区総会の様子　活動計画など議案３件を承認したさつま地区「トマト祭り」の様子

　
６
月
７
日
、
薩
摩
川
内
市
の
新
田
神
社
に
て
、
五

穀
豊
穣
を
願
う
伝
統
行
事
「
御
田
植
祭
」
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
境
内
に
あ
る
御
神
田
で
は
、
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
か
ら
奉
納
さ
れ
た
種
子
か
ら
育
て
ら
れ
た
苗

が
、
丁
寧
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
見
物
人
が
詰
め
か
け
る
中
、
神
事
が
行
わ

れ
、
み
く
に
幼
稚
園
の
園
児
ら
が
早
苗
か
ご
に
乗
せ

た
苗
を
神
田
ま
で
運
び
ま
し
だ
。
宮
司
や
Ｊ
Ａ
川
内

総
合
支
所
の
狹
間
幸
弘
支
所
長
ら
が
一
番
苗
を
植
え

た
後
は
、
田
植
え
歌
が
響
き
渡
る
中
、
白
装
束
に
身

を
包
ん
だ
早
男
と
、
緋
袴
（
ひ
ば
か
ま
）
姿
の
早
乙

女
た
ち
が
横
一
列
に
並
び
、
一
株
ず
つ
心
を
込
め
て

苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
倉
野
・
宮
内

奴
踊
り
」
も
奉
納
さ
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し

た
。

　
今
回
の
御
田
植
祭
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
新
採
用
職
員
４

名
も
参
加
し
ま
し
た
。
手
植
え
を
終
え
た
本
所
金
融

課
の
乾
翼
さ
ん
は
「
手
作
業
で
の
田
植
え
は
大
変

だ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
歴
史
あ
る
行
事
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
」

と
語
り
ま
し
た
。

今年度の新採用職員4人が五穀豊穣を願い、苗を丁寧に手植えしました

御神田に苗を運ぶ様子
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雨の情景とともに「ふれあいの旅」
　　　　～ＪＡ北さつま女性協さつま支部～
　６月４日、ＪＡ北さつま女性協さつま支部は「ふれあいの旅」
を開催しました。当日はあいにくの大雨となりましたが、２２人
の部員が参加し、親睦を深める一日となりました。
 午前中は、いおワールドかごしま水族館を訪れました。雨の影
響を感じさせない館内の涼やかな雰囲気の中、雄大な黒潮大水
槽を泳ぐジンベエザメの姿や可愛らしいイルカショーに、参加者
からは感嘆の声が上がっていました。
 午後は食の拠点である「おいどん市場与次郎館」を訪れ、県内
各地の新鮮な農産物が並ぶ売り場を視察。買い物を楽しみなが
ら販売戦略や品揃えについて理解を深めました。
　旅の締めくくりは、名勝・仙巌園。雨に濡れた庭園はしっとり
とした風情があり、薩摩の歴史文化を感じながら、部員同士で
ゆったりとした時間を過ごすことができました。
 悪天候にもかかわらず、参加者からは「雨の中ではあったけれ
ど、皆で楽しい時間を共有できて良かった」といった感想が寄
せられました。今回の旅で育んだ絆を大切に、これからも支部活
動をさらに盛り上げていきます。

あいにくの天気でしたが、
親睦を深める一日になりました

しっとりとした雨の仙巌園を楽しみました

　

こちら営農情報局!

園芸

生産販売課
福田　匡晃

抑制かぼちゃの栽培管理について

おいしいカボチャをたくさん収穫するための、栽培のポイントをご紹介しま
す。収穫を目指して、ぜひ挑戦してみてください。

１. 管内における作型・作式

○品種の特徴

２. 栽培について
（１）圃場の準備
①水はけ、排水の良い圃場を選びましょう。台風などの強風にそなえて、周辺にソルゴー（トウモロコシの一種）を植えて風よ
けを作っておくと安心です。

②圃場内での停滞水を防ぐため、周囲にはしっかりと排水溝を確保してください。
③堆肥や石灰は、天候の良い日にできるだけ早めに全面散布して土づくりをしましょう。

（２）施肥管理（10㌃あたり）

（３）播種
①播種の方法は、直播きです。発芽を揃えるため、種は前日から２４時間水に浸しておきます（催芽）。
　※播種適期は８月１０日頃です。
②害虫対策として、スタークル粒剤を播種時に２ｇ／株、土壌混和します。
③種をまいたら乾燥と地温上昇を防ぐために藁などを敷き、たっぷりと灌水してください。
　※播種後に鎮圧することで、種と土が密着し種が水分を確保しやすくなります。
　※播種時期が高温乾燥期であることから、発芽不良に注意し予備苗を準備しておくと安心です。

（４）播種後の管理のポイント
①親づる１本に仕立てます。着果するまでのわき芽は早めにすべて摘み取ってください。
②つる先の生長にあわせて、敷き藁を敷きます。初期生育は伸長が早いので早めに行いましょう。
③１０節以降に一番果を着果させます。人工交配が確実に着果するため、なるべく早めに行います。
④基本、１つる１果とりのため、それ以外の玉は早めに摘果しましょう。
⑤追肥は、開花前に着果付近に散布します。
⑥着果確認後、着果節位より葉を１０枚残して摘心をします。
⑦色むらや腐れをなくすために、果皮色の緑がのってきたら（着果３０日後）フルーツシートを敷きます。また、日焼け防止対
策として、新聞紙や日焼けテープをかぶせましょう。

⑧着果から５０日から５５日後が完熟収穫の目安です。

（５）台風対策
①暴風対策として、ソルゴーを７月中に播種して防風壁を作りましょう。
②被覆資材をしっかりと覆い、着果位置より上位の葉を守りましょう。　　　　　
③台風の通過前、通過後は銅剤（Ｚボルドー水和剤など）を散布し、病気の予防に努めて下さい。
  （登録：野菜類，前日まで使用可）

栽培様式 は種期 収穫期 作式 栽植密度 本数（10㌃） 適品種

露地 8月上旬 11月下旬～ 1本仕立て 畝間 4～ 5ｍ
株間 30ｃｍ 666～ 833本 えびす

栗五郎

えびす
・国内で広く栽培される代表品種。
・果形が揃いやすく、秀品率が高い。
・着果性が良く、収量が安定しやすい。

栗五郎
・着果性が極めて高く、収量性に優れる。
・果形は扁円形で、2㎏前後の大きさでそろいやすい。
・肉質はホクホクとした紛質で甘みも強い。

用途 肥料名 施肥量（kg） 成分（袋あたり） 備考

土壌改良
完熟たい肥（牛ふん） 2000

苦土石灰 200
苦土重焼燐 20

基肥 アグリッチ 80 N-8・P-8・K-8 低コスト肥料

追肥 ＮＫ2号 40 N-15・P-0・K-5 追肥は２回（20㎏）／回
※追肥は生育に応じて
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 悪天候にもかかわらず、参加者からは「雨の中ではあったけれ
ど、皆で楽しい時間を共有できて良かった」といった感想が寄
せられました。今回の旅で育んだ絆を大切に、これからも支部活
動をさらに盛り上げていきます。

あいにくの天気でしたが、
親睦を深める一日になりました

しっとりとした雨の仙巌園を楽しみました

11



第11回北さつま農協年金友の会

ゴルフ大会のご案内

開催日
令和8年

9月3日㈭

■出場者資格■出場者資格
　①既存の年金受給者　①既存の年金受給者
　②新規受給者ならびに指定替え対象者　②新規受給者ならびに指定替え対象者
　③予約推進対象者およびプレ年金受給対象者　③予約推進対象者およびプレ年金受給対象者
　　　　注）プレ年金受給者とは、年金受給開始前5年以内とする。注）プレ年金受給者とは、年金受給開始前5年以内とする。
■■募集定員　  100名（25組）募集定員　  100名（25組）
■■参加申込方法参加申込方法　参加申込書に必要事項を記入し、最寄りの　参加申込書に必要事項を記入し、最寄りの
　　　　　　　ＪＡ窓口へ提出（申込書は、本所・各支所の　　　　　　　ＪＡ窓口へ提出（申込書は、本所・各支所の
　　　　　　　金融窓口にあります）　　　　　　　金融窓口にあります）
■■申込締切　 令和8年8月14日㈮ 申込締切　 令和8年8月14日㈮  ( (定員になり次第締め切り)定員になり次第締め切り)

場所　場所　グリーンヒルカントリークラブグリーンヒルカントリークラブ
　　　薩摩川内市樋脇町市比野250　　　薩摩川内市樋脇町市比野250
　　　 　　　 TEL 0996-38-2000TEL 0996-38-2000

対象者
個人のお客さま
対象貯金商品
預入期間1年もの定期貯金
（新規）
お預入方法
店舗窓口でのお預入

金利
JAの店頭表示金利に0.18％上乗せでお預かりいたします。また、預
入時の金利を満期日まで適用します。
（満期日以降は自動継続時の店頭表示金利となります。）

期限前解約
この定期貯金は原則、期限前解約ができません。やむをえず、中途
解約された場合は所定の中途解約利率が適用とされます。

対象条件
1お預入10万円以上が対象となります。

貯金総額上限
20億円

JA北さつま

夏だ！ 貯金だ！JAだ! !

得するキャンペーン

JA北さつま

【さつま地区】本所：0996-52-3585 / 平川支所：0996-54-2217 / 山崎支所：0996-56-8311 / 鶴田支所：0996-59-2002 / 薩摩支所：0996-57-1211 
　　　　  祁答院支所：0996-55-1151

【川内地区】川内総合支所：0996-27-0132 / 水引支所：0996-26-2121 / 永利支所：0996-22-7203 / 東郷支所：0996-42-1211 / 樋脇支所：0996-38-0004
　　　　  こしき支所：09969-2-0002

【伊佐地区】伊佐総合支所：0995-24-2613 / 羽月支所：0995-22-1411 / 菱刈支所：0995-26-1241

令和8年度

JAん
じゃ JAん

じゃ

定期貯金
1年もの

金利0.555%0.555%
キャンペーン預け総額 20億円限定

（税引き後0.442％）

令和8年6月15日月～8月31日月
キャンペーン

期間

令和 8 年度  ＪＡ北さつま

年金友の会活動計画について
　令和 8年度の活動計画について、役員会で協議し以下の通り決定しましたのでお知らせいたします。

◆ゴルフ大会◆
《北さつま地区予選会》
　日程：令和 8 年 9 月 3 日（木）
　場所：グリーンヒルカントリークラブ

《県大会》
　日程：令和 8 年 10 月 8 日（木）
　場所：溝辺カントリークラブ

◆グラウンドゴルフ大会◆
《地区予選会》
　県大会までの間に地区ごとに開催する予定
　です。
　県大会開催場所：かごしま健康の森公園
　※日程については未定です。決まり次第
　　お知らせします。

◆パークゴルフ大会◆
《※伊佐地区のみ開催》
　日程：令和８年 11 月予定
　場所：菱刈交流館パークゴルフ場

◆総会（公演会等）◆
　各地区で令和８年 12 月～令和９年１月頃を
　予定。
　※開催方法につきましては、地区ごとに協議
　　し、決定します。決まり次第お知らせします。

◆その他◆
　誕生日プレゼントにつきましては、引き続き
　会員への配布をいたします。
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詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Aコープ鹿児島企画部企画課

099-284-8665

日本一の「鹿児島黒牛」をはじめ「かごしま茶」や「大隅うなぎ」など
ふるさと鹿児島の魅力いっぱいの商品を取り扱っております。
その他、今も昔も愛され続ける鹿児島のお菓子や全国のご当地グルメも掲載。
自分へのご褒美に！お取り寄せにもご利用くださいませ。
カタログは各店舗にご準備しております。お申込みは各店舗またはFAXにて
承ります。カタログに掲載の価格は「送料込み」の価格です。

鹿児島のおいしさで
しあわせを贈ろう！

◆
先
日
、
種
ま
き
の
手
伝
い

に
行
っ
た
と
き
、
お
や
つ
に

茹
で
た
ソ
ラ
マ
メ
が
出
さ
れ

て
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
豆
の
皮
目
に
か
く
し

包
丁
が
し
て
あ
り
、
食
べ
や

す
く
し
て
あ
り
ま
し
た
。
お

も
て
な
し
の
心
を
温
か
く
感

じ
ま
し
た
。
ご
ち
そ
う
さ
ま

で
し
た
！

さ
つ
ま
町　
42
歳
・
男
性

◆
こ
さ
ん
筍
の
塩
漬
け
を
作

り
、
天
気
が
良
い
日
に
天
日

干
し
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

切
り
干
し
大
根
と
一
緒
に
煮

し
め
に
す
る
と
お
い
し
い
で

す
よ
ね
。
昔
な
が
ら
の
煮
し

め
を
、
孫
た
ち
に
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
で
す
。

さ
つ
ま
町　
76
歳
・
女
性

◆
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
庭
の

梅
の
実
が
な
り
ま
し
た
。
収

穫
し
た
ら
梅
干
し
を
作
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

薩
摩
川
内
市　
86
歳
・
女
性

◆
先
日
、
義
理
の
姉
と
一
緒

に
竹
の
皮
と
り
に
行
き
ま
し

た
。
今
年
は
裏
年
で
、
昨
年

行
っ
た
場
所
で
は
１
枚
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結

局
、
義
姉
の
親
戚
の
山
に

行
っ
て
と
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
来
年
も
「
ち
ま
き
」
を
作

れ
る
ね
と
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

た
ま
に
は
山
歩
き
も
ス
ト
レ

ス
解
消
に
な
っ
て
い
い
ね
と
、

90
歳
に
な
る
義
姉
と
一
緒
に

喜
び
ま
し
た
。

伊
佐
市　
70
歳
・
女
性

◆
今
年
畑
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
と
キ
ャ

ベ
ツ
を
植
え
ま
し
た
。
ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
順
調
に

育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
農
業

の
先
輩
た
ち
に
「
え
え
っ
、

キ
ャ
ベ
ツ
も
植
え
た
の
？
」

と
笑
わ
れ
ま
し
た
が
、
青
虫

さ
ん
た
ち
と
戦
い
な
が
ら
何

と
か
収
穫
で
き
た
キ
ャ
ベ
ツ

は
甘
く
て
柔
ら
か
く
、
格
別

の
お
い
し
さ
で
し
た
。

さ
つ
ま
町　
71
歳
・
女
性

◆
２
人
目
の
ひ
孫
が
９
月
に

産
ま
れ
ま
す
。
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
長
生
き
し
て
良

か
っ
た
で
す
。

薩
摩
川
内
市　
94
歳
・
女
性

◆
広
大
な
田
ん
ぼ
が
季
節
ご

と
に
色
を
変
え
て
い
く
の
を

眺
め
る
の
が
大
好
き
で
す
。

空
の
色
と
田
ん
ぼ
の
色
が
重

な
っ
て
、
毎
日
違
う
絵
を
見

て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り

ま
す
。
田
舎
は
何
も
な
い
な

ん
て
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
景
色

が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
す
ご

く
贅
沢
な
場
所
に
住
ん
で
い

る
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
佐
市　
63
歳
・
女
性

◆
夜
に
な
る
と
、
自
宅
の
庭

を
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
ま

す
。
お
風
呂
上
が
り
に
庭
先

に
椅
子
を
出
し
て
、
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
緑
色
の
光
を

ぼ
ー
っ
と
眺
め
る
の
が
最
高

に
幸
せ
な
ひ
と
時
で
す
。

さ
つ
ま
町　
68
歳
・
男
性

いつもお便り
ありがとうございます！

梅雨入りを彩るアジサイ
～薩摩川内市田海町・西川内のアジサイ園～

　６月上旬、薩摩川内市田海町・西川内地区にあるアジサイ園が見ごろを迎え
ていました。
　このアジサイ園は、同地区に住む小山道春さんが地域の方の協力を得なが
ら、自宅前の山を整備して約450株を植えたことから始まり、現在は小山さん
夫妻が管理しています。かつてこの地域には約6キロメートルにわたる「あじさ
いロード」が親しまれていましたが、野生動物の食害により姿を消してしまい
ました。その美しい景色を何とか残したいと、小山さん夫妻と地域の方々が協
力し、大切に育ててきたのがこの場所です。
　今では3000株を超える色とりどりのアジサイが斜面を埋め尽くすほどに大
きく成長しました。今年は5月中旬から咲き始め、6月いっぱいまで楽しめまし
た。草刈りや水やりなど毎日の管理作業は決して楽ではありませんが、「訪れる
皆さんの喜ぶ顔が見たい」という一心で、小山さん夫妻は今年も手入れを続け
ています。

【アクセス】
川薩グリーンロードと東郷西方港線の交差点を300
メートルほど北上し、右折する。約１．８キロメートル
道なりに進み左折するとアジサイが植えられた山が見
えてきます。（シーズン中は「アジサイ園」の看板が立っ
ています）
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二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
1
3
6
7
8

10
14

16
18
19
20

1
2
3

4
5
7
9

11
12
13

15
16
17

7 月 7 日の行事といえば
花火や縁日が楽しめることも
土用の――の日にウナギを食べると
夏バテしないといわれます
盛んに噴煙を上げるものもあります
契約書に押すもの
和室の床は板張りや――です
これを踏むと、キュッと鳴く海岸も
あります
消防――、少年探偵――
――不足、レム――、――学習

「虎魚」とも書く、背びれに毒トゲの
ある魚
鶏の首周りの肉
旧国名のひとつ。現在の熊本県
あとは――を天に任せて待つよ

目玉焼きにもオムレツにも使います 
鳥を使う伝統漁法
梅雨が明けると――本番
プラスの記号を使う計算
コーヒーを入れるプロです
タマネギを切ると出ることも
島倉千代子のヒット曲『――いろい
ろ』
青空を横切る――雲
ヒグラシ、ツクツクボウシといえば
正午までの12時間
首がながーい動物
 

①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号③住所
④氏名⑤年齢⑥意見・感想などを記入
し、左記の宛先まで送ってください。正
解者の中から抽選で10名の方に粗品
をプレゼントします。
締切は令和8年7月31日（金）です。
（提供いただいた個人情報については、
プレゼント発送以外の目的には使用い
たしません）

応募方法

5月号当選者発表 6月号の解答

当選者は8月号で発表します。
※当選者プレゼントは7月中旬頃に発送します。

　5月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

▽外川内　光江さん

▽中　貞和さん

▽平佐田　照子さん

▽宮薗　静也さん

▽橋口　昌子さん

▽田中　登美子さん

▽市来　千鳥さん

▽内囿　明子さん

▽宮下　弘子さん

▽上川　さとえさん

理事会だより
第3回理事会を5月26日（火）に開きました。次
の事項について協議し、すべて承認されまし
た。
【議　案】
①令和７年度末監事監査報告書（改善事項）
　・回答書について
②業務報告書の作成について
③ディスクロージャー誌の作成について
④役員賠償責任保険への加入について
⑤ＪＡバンク経営戦略シートの策定につい
て
⑥組合と理事との契約について

まちがいさがし

答え 
4…………風鈴の形が違う 
6…………スイカの模様の向きが違う 
7…………船が航行している 
9…………蚊取り線香の向きが違う 
12…………女の子の靴下の色が違う

？？
下のイラストには上のイラストと違う部分が5カ
所あります。間違っている部分を左下の枠内の
数字で探しましょう。

シ ン ジ ャ ガ
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp
/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

July. 2026

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー

北さつま農協本所 構内

本所農業機械課 樋脇農機センター 大口農機センター

会場

JA北さつま

７30 31令
和
８
年 ７
夏
期

木 金

0996-53-1248 0996-37-2022 0995-22-2316

7/30

7/31

9:00-15:00

9:00-12:00

トラクター・コンバイン・
防除機・刈払機・その他

農業機械展示会

各メーカー勢揃い！

農業の頼れる相棒！

お問い合わせ

エディオン

Aコープ
さつま店

ルミエール

セイムス

ドラックストアモリ

さつま警察署

展示会場

至薩摩
中央高校

ファミリーマート

川内川

展示農業機械

※希望者多数の場合には、
　抽選となります

ご要望にお答えし

販売は9:30から

中古農機多数展示！
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